














予定として 3 月 31 日に帰国すべきであったが、新型コロナウイルス感染
症の影響で日本帰国の便が何度もキャンセルされ、紆余曲折したあと、やっ






































23 ヶ所の大学と研究機関を訪問し、吉林大学の学者を含む 80 名近い学者
と交流を行い、27 回の講座と学術シンポジウムの発表を行い、魯迅研究の専







农学、医学、管理学、芸術など 12 大ジャンルをカバーする 50 の学部、141
の本科生専攻コース、63 の一級修士学位授権点、49 の一級学科の博士学位
授権点、2 つの交差学科の博士授権点、44 のポストドクター研究ステーショ
ンを有する。教師 6618 人（うち教授 2383 人）、全日制在学生 72018 人、そ
のうち、本科生 41765 人、専門生 796 人、予科生 132 人、修士生 19320 人、





















員 169 人、 教 授 54 人、 助 教 授 吉林大学キャンパス・鼎新楼
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（２）8 月 17 日、吉林大学文学部は「東亜文化與伝播論壇（アジア文化と
伝播フォーラム）」（Forum on East Asian Culture and Communication）
と題した国際学術討論会を主催し、韓国、日本、米国、香港と中国国内の数






















































は本科生時代の母校である。40 年前の 1979 年、私は東北師範大学中文系に
入学した。私が中国現代文学、特に魯迅に興味を持ったのは、東北で師事し
てからである。故蒋錫金先生（1915-2003）と孫中田先生は当時の著名な学


























てちょうど 1 か月後の 5 月 1 日、中央研究院の招きにより、長春から直行便
で台北へ飛び、「五四 100 周年国際学術討論会」（International Conference 
to Mark the Centennial Anniversary of the May Fourth Movement）に参
加した。出発の前日の晩、吉林大学の文学院は私のために公式の歓迎会と夕
食会を開いた。5 月 1 日はゴールデンウイークが始まって 1 日目で、道路が
広く発達した長春にもかかわらず深刻な交通渋滞が発生した。長春龍嘉国際











月 2 日から 4 日まで 3 日間にわ
講演後、復旦大学教授・院生らと。





照的だ。10 名の大陸学者が招かれて出席した。日本の大学からの学者は 5 名
で、私のほかに平田昌司教授（京都大）、緒形康教授（神戸大）、黄英哲教授（愛
知大）、宮内肇准教授（立命館）がいる。私が報告したテーマは「芳賀矢一







































































































けで百万件に上る。1909 年 3 月に出版された周氏兄弟の共訳『域外小説集』
第 1 冊の原本を、同館で初めて目にした。当時 21 冊だけが売れ、ほとんど
流通していなかったため、今ではなかなか目にできない珍しい原本だ。個人
蔵で見ることができるのも不思議なことだ。




2019 年 10 月 26 日、紹興にて
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『1913-1983 魯迅研究学術論著資料集』（全 5 巻、1985 年 10 月から 1989 年 7 月）
を編纂しただけでなく、『中国魯迅学通史』（張夢陽著、全 6 巻、広東教育出














































































































芳賀矢一《国民性十論》与周氏兄弟（5 月 3 日，発表）
2019 年 5 月 2-4 日，台北・中央研究院「五四運動 100 週年」国際学術研討会
従“周樹人”到“魯迅”—以留学時代為中心（講演）
2019 年 5 月 8 日，上海・上海交通大学文学院
従“周樹人”到“魯迅”—以留学時代為中心（講演）
2019 年 6 月 14 日，通遼・内蒙古民族大学文学院
関于毛沢東思想学院（8 月 17 日，発表）
2019 年 8 月 16-18 日，長春・吉林大学“東亜文化与伝播論壇”
従“周樹人”到“魯迅”—以留学時代為中心（講演）
2019 年 9 月 5 日，長春・吉林大学文学院“諸子百家”
一本書的百年旅行—以渋江保訳《支那人気質》与魯迅為中心
2019 年 9 月 12 日，長春・吉林大学文学院“諸子百家”
在留学生周樹人周辺（講演）
2019 年 9 月 19 日，長春・吉林大学文学院“諸子百家”
“狂人”之誕生—関于《狂人日記》裏的“喫人”和“狂人”（講演）
2019 年 9 月 24 日，長春・吉林大学文学院“諸子百家”
吉田富夫《我與莫言》（翻訳，李冬木）（講演）
2019 年 9 月 26 日，長春・吉林大学哲学社会科学“名家講座”
魯迅与日本書（講演）
2019 年 10 月 10 日，北京・北京第二外国語学院中文系
一本書的百年旅行—以渋江保訳《支那人気質》与魯迅為中心
2019 年 10 月 11 日，北京・北京第二外国語学院中文系
魯迅与日本書（講演）
2019 年 10 月 16 日，長春・東北師範大学文学院
魯迅与日本書（講演）
2019 年 10 月 21 日，上海・復旦大学中文系
魯迅与日本書（講演）
2019 年 10 月 22 日，上海・華東師範大学外語系
従“天演”到“進化”（講演）
2020 年 10 月 23 日，上海・復旦大学中文系
在留学生周樹人周辺（講演）
2019 年 10 月 24 日，上海・復旦大学中文系
明治時代“国民性”話語与中国—以《国民性十論》為中心（講演）
2019 年 10 月 25 日，上海・華東師範大学外語系
魯迅与日本書（講演）




2019 年 10 月 31 日，上海・復旦大学中文系
明治時代“国民性”話語与中国—以《支那人気質》和《国民性十論》为中心（講演）
2019 年 11 月 6 日，青島・青島大学文学院
従“周樹人”到“魯迅”—以留学時代為中心（講演）
2019 年 11 月 9 日，济南・山东社会科学院文化研究所
“中国文化 70 年”全国学術討論会
“魯迅”之誕生—求学期周樹人的閲読史（講演）
2019 年 11 月 9 日，济南・山东師範大学文学院
“魯迅”之誕生—求学期周樹人的閲読史（講演）
2019 年 11 月 12 日，蘇州・蘇州大学文学院
従“周樹人”到“魯迅”—以留学時代為中心（講演）
2019 年 11 月 14 日，中国魯迅学会、蘇州大学文学院
“中国魯迅学会成立 40 周年紀念大会紀念年会”，蘇州 · 蘇州南林酒店
“魯迅”之誕生—求学期周樹人的閲読史（講演）
2019 年 11 月 18 日，北京・北京大学中文系
狂人的越境之旅—従周樹人与狂人相遇到他的《狂人日記》（講演）
2019 年 1 月 7 日，北京，中国社会科学院文学研究所
関于趙京華著《中日間的思想》（コメンテーター）
2020 年 1 月 9 日，北京・《東方歴史評論》
東亜同時代史：中日之間的“思想連鎖”学術討論会
* なお、予定だったが、コロナウィルスのため中止した講演が三ヶ所ある。
遼寧師範大学文学院（3 月 16 日・大連）
中国海洋大学文学院（3 月 19 日・青島）









2019 年 5 月 1-7 日、台北・中央研究院招待訪問  
「五四運動 100 週年」国際学術研討会参加・研究発表・潘光哲研究員、黃自進
研究員らと交流・胡適記念館、林語堂記念館、陽明山など見学 
2019 年 5 月 8 日、上海・上海交通大学文学院招待訪問  
講演・張中良教授、符傑祥教授らと交流。
2019 年 6 月 14 日、通遼・内蒙古民族大学文学院招待訪問（吉林大学田鵬主任が同行）、
講演・郝青雲院長、王金雙主任、李明軍教授、王妍教授らと交流
2019 年 10 月 10-11 日、北京・北京第二外国語学院文化與伝播学院招待訪問・講演 
趙京華教授、李林栄教授、郭剛講師らと交流。10 日午後、魯迅研究者である
張夢陽氏の自宅訪問、懇談。晚 7:00、北京戯曲評論協会長靳飛氏らと懇談。
2019 年 10 月 12 日、北京・中国社会科学院文学研究所　訪問（趙京華教授が同行）、
張伯江書記、董炳月研究員、李超處長、范智紅主任編輯らと交流
2019 年 10 月 16 日、長春・東北師範大学文学院招待訪問・講演  
高玉秋院长、吴景明教授、徐强教授、韩小莉教授、刘研教授らと交流
2019 年 10 月 18-31 日滞在、上海・復旦大学中文系招待訪問・講演、陳引馳主任、
郜元寶教授、張葉松教授、朱剛教授、吳兆民教授、陳思和図書館長らと交流
2019 年 10 月 19 日、上海・上海魯迅記念館訪問
2019 年 10 月 22、25 日、上海・華東師範大学外語系招待訪問・講演、潘世聖教授
及び大学院生らと交流
2019 年 10 月 26 日、紹興・浙江省越生文化創業産業園区招待訪問、「中国近代文献
保護工程」編集委員として、寿林芬董事長らと懇談
2019 年 10 月 27 日、紹興・魯迅記念館招待訪問  
銭小良（紹興名人故居管理処）、沈剛副教授（文理学院）らと交流
2019 年 10 月 28 日、紹興・紹興文理学院人文学院招待訪問・講演、寿永明校長、
曹禧修教授、沈剛副教授、卓光平副教授、孫海軍講師らと交流
2019 年 11 月 6-9 日滞在、青岛・青岛大学文学院招待訪問・講演、劉東方文学院長、
呂周聚教授、李玉明教授、劉群副教授らと交流
2019 年 11 月 9 日、济南・山东社会科学院文化研究所招待訪問・講演・張偉所長ら
と懇談





2019 年 11 月 9 日、济南・山東中国文学芸術博物館招待訪問・徐国衛館長らと懇談
2019 年 11 月 10 日、济南・『東岳論叢』編集部訪問、責任編集者である曹振華研究
員らと懇談
2019 年 11 月 11 日、曲阜・曲阜師範大学文学院・『齊魯学刊』編集部招待訪問（曹
振華研究員、謝慧聰大学院生同行）、張玉璞院長・編輯長、趙歌東教授、張瑞
英教授、朱獻貞教授らと交流。孔子廟見学
2019 年 11 月 12 日、蘇州 · 蘇州大学文学院招待訪問・講演・汪衛東教授らと懇談
2019 年 11 月 16-19 日滞在，北京・北京大学中文系招待訪問・講演（18 日）、高遠
東教授、吳曉東教授、王風副教授、張麗華副教授、李國華副教授らと交流
2019 年 1 月 7 日、北京、中国社会科学院文学研究所招待訪問・講演、張伯江書記・
劉躍進所長をはじめとする究所の多数研究者と懇談・交流
















係の最高責任者。2017 年 12 月、副団長として佛教大学訪問。50 代
王学謙　教授、魯迅・中国現代文学。50 代








王　確　 資深教授、中国現代文学・明治美学・旧満州画展。60 代。2011 年 4 月










2018 年 12 月、団長として佛教大学訪問。50 代
劉躍進　 所長、研究員、中国古典文学、中日関係研究重視、『文学遺産』編集長。
佛教大学・中国社会科学院文学研究所共同主催＜国際学術シンポジウム、
グローバル時代における人文学研究諸相＞（2017 年 5 月 27 日・北京）





























王　成　 教授、日本近代文学・中日近代文学比較研究。立教大学出身、2014 年 4









周　閲　 教授、東アジア文学と文化関係・日本中国学。2016 年 4 月から 





























































































氏 名 所　属 職　名
研 修 種 別
国　名 都市名
機関名
研 修 課 題








※海外研修者   出発・帰国日　2019年04月01日～2020年04月07日（371日間）
研 修 期 間
2019年度 教育職員研修報告書
教授
「魯迅と明治日本」という研究課題をめぐって、一年間、吉林大学文学院に提供してくだ
さった研究室を拠点にして、２３箇所の大学・研究機構を訪問し、吉林大学の諸先生を始
めとする８０名近い研究者と交流を行い、２７回の研究発表と講演をしていた上、自分の
研究をまとめた著書の出版と研究雑誌への投稿を実現しており、実りのある海外研修生活
を過ごした。具体的に、「海外研修報告書付録１、2、3」をご参照ください。
海外研修報告書　別紙１　研究発表と講演一覧
海外研修報告書　別紙２　研究機構と大学訪問一覧
海外研修報告書　別紙３  海外研修期間中、交流していた学者一覧
著書の出版
　李冬木著『魯迅精神史探源　進化與国民』、台北：秀威資訊科技股份有限公司、2019年5
月1日、374頁
　李冬木著『魯迅精神史探源　個人・狂人・国民性』、同上、322頁
掲載予定の研究論文：
「狂人」的越境之旅ーー従周樹人與「狂人」相遇到他的〈狂人日記〉
　北京・中国社会科学院文学研究所『文学評論』、2020年中掲載予定
上欄「掲載予定の研究論文」参照
2019 年　04　月　01　日　～　2020　年　03　月　31　日
　　　　魯迅と明治日本
研究課題のまとめ、大学・研究機構訪問、人的交流、発表・講演・出版
※成果刊行予定には、「論題名」『掲載誌名』および掲載年度をご記入ください。
成果刊行予定
※この用紙で得られた個人情報は、教員研修報告書として利用し、それ以外の目的には利用しません。
中国 長春市
　　　　　　　吉林大学文学院
　李　冬木 印
学部長
海　外　・　国　内　・　一　般 長　期　・　短　期
［　121　］
吉林大学での一年
 その他参考となる事項
魯迅と明治日本」という課題の研究をさらいに深めて展開したいと思う。具体
的に、留学生周樹人（後の魯迅）とその周辺に存在する高山樗牛、姉崎正治、
登張竹風、齋藤信策、桑木厳翼、イプセンとロシア文学、そして明治佛教の関
連事実を発掘し、当課題に潜んでいる中日近代に思想・文化の交流実態とその
意義を明らかにする。
２/２ 裏
「魯迅」は中国の大学教育と研究機構の中において、重要な位置を占めており、ほとん
どの大学の文学院または中文系が「魯迅「という科目を開設する一方、中国魯迅研究
会や魯迅博物館・記念館などのような「魯迅」の名前で命名する研究会、研究機構及
び施設がたくさんある。中国現代文学といえば、まず「魯迅」というほどである。1918年
に小説「狂人日記」発表をきっかけに、「魯迅」という作家が誕生したわけで、その以後
のことがよく知られているが、「魯迅」になった以前の本名「周樹人」の時期に知られて
いない多くの空白、とりわけ周樹人の日本留学期の閲読史に空白がたくさ残されてい
る。研究者たちが「魯迅と明治日本」という課題に強い関心を持つのはこのためであろ
うか。
 今後の課題

